
平成２８年度 年間授業計画 

都立小山台高等学校・定時制課程 

                                                                                 

１ 教科・科目 地理歴史科・世界史A         ２     単位  

２ 対象学年 ２   年  

３ 教科担当者 向井 将之  使用教材 なし 

４ 使用教科書 明解世界史 A（帝国書院） 

 

５ 年間授業計画 

学期                                                                              月         単 元（指導内容）       具体的な指導目標 予 定

時数 

 

 

 

 

1学期 

 

 

 

4月 

    

5月 

 

中世からルネサンスへ 

ルターとカルヴァンの宗教改革 

イエズス会と海外布教 

中間考査 

中世と近世の価値観の違いを知り、世界が

つながっていく背景を理解する 

６ 

6月 

 

 

7月 

アジアの香辛料をめざして 

コロンブスとマゼラン 

エリザベス１世とルイ１４世 

イギリスの市民革命 

期末考査 

新しい発見や挑戦によって世界がつながっ

ていったことを知り、その過程を考察する。 

絶対王政の時代を知り、人権的発想がどの

ようにして生まれたかを理解する。 

８ 

 

 

 

 

2学期 

 

 

 

9月 

 

10月 

 

イギリスの植民地支配 

フランス革命 

ナポレオンのヨーロッパ支配 

中間考査   

市民革命について学習し、新しい時代の幕

開けと民主主義について考察する。民主主

義と市民の苦悩を知り、国民主権の重大さ

を理解する。 

１０ 

11月 

 

12月 

産業革命という大変革の開始 

資本主義の発展と社会主義の発生 

交通によって結ばれる世界 

大衆社会の出現 

期末考査  

産業革命の構造について知り、労働問題、

社会主義との関係を理解する。産業の発展

と教育の関係を知り、その結果生じた大衆

社会が政治に及ぼした影響を考察する。 

８ 

 

 

3学期 

 

 

1月 

 

2月 

 

3月 

世界を分割する帝国主義 

ドイツの挑戦とバルカン半島の緊張 

総力戦となった第一次世界大戦 

ロシア革命と民族の問題 

ウィルソンとヴェルサイユ体制 

学年末考査 

植民地獲得競争と民族主義の関係を知り、

民族紛争の歴史について理解する。 

社会主義の広がりが、世界に及ぼす影響を

理解する。 

「平和」の正体について考察し、今日の平

和との違いを認識する。 

１４ 

６ 学習者への注意  

「覚えること」「考えること」それぞれにしっかり取り組むことが大切。 

 

７ 評価の観点、方法 

授業参加点、提出物点、考査点の三観点で総合的に評価する 


